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試験研究成果の概要（I 木質材料の需要拡大を図る技術開発）

I.4.1 観賞用植物の室内での管理法および室内環境に及ぼす影響に関する研究 
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はじめに 

観賞用植物には VOCを吸着する効果があるという

報告 1)がなされているが，実際にその機能を活かし

た利用法はまだ確立されていない。植物を室内に置

くことで，室内空気質を改善できることが明らかに

なれば，鉢花や観葉植物の新たな需要が喚起され，

生産の拡大が期待できる。一方，北海道の住宅は，

冬期間に過乾燥条件となる。このため北海道の室内

条件に適した品種の選定・管理法の確立が求められ

ている。本研究では，観賞用植物の消費拡大と道民

の生活環境改善を目的として，観賞用植物による室

内空気質改善効果の確認と新規品目の導入に関する

検討を行った。林産試験場では前者の確認を行った。 

研究の内容 

○実験装置の製作 

 観賞用植物の VOC吸着性能を測定するために，実

際の室内空間を模した換気条件のホルムアルデヒド

濃度環境下において植物体を汚染ガスに暴露するこ

とができる試験装置を製作した（第 1 図）。チャン

バーに相当する部分には光を透過させるためにアク

リルデシケータを用いた。このデシケータは，任意

の換気回数で清浄空気あるいはホルムアルデヒド汚

染空気を供給可能である。装置は気温 20℃，相対湿

度 40％の恒温恒湿室に設置した。 

○培養土のホルムアルデヒド吸着試験方法 

 培養土がホルムアルデヒドを吸着する可能性があ

るため，培養土と活性炭を試験体に用いて吸着試験

を行った。試験体の重量はそれぞれ 50gとし，試験

装置に封入して換気回数 0.5（回/h）でホルムアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

デヒド汚染空気を供給し，24時間後に供給空気とデ

シケータ排気を捕集した。 

○培養土のホルムアルデヒド吸着再放散試験方法 

 培養土からのホルムアルデヒド再放散の有無を検

討するため，園芸用鉢に培養土 2kgを入れたものを

試験体に用い，再放散試験を行った。ホルムアルデ

ヒド汚染空気供給開始から 1日と 7 日後に空気捕集

を行った。その後，清浄空気を供給し，24時間後に

空気捕集を行った。 

○結果と考察 

 培養土の吸着試験結果を第 1表，吸着再放散試験

の結果を第 2表に示す。培養土のホルムアルデヒド

除去率は同重量の活性炭に対し，8 割程度の値を示

した。24時間の短期的な性能であるが，培養土はホ

ルムアルデヒドを吸着することが明らかになった。 

ホルムアルデヒド再放散試験では，排気のホルム

アルデヒド濃度は定量限界以下の値を示した。この

ことから，培養土に吸着されたホルムアルデヒドは，

低濃度環境下でも再放散しない可能性が高い。 

まとめ 

 培養土のホルムアルデヒド吸着性は大きく，鉢花

の吸着量を測定する場合には，植物体と土壌部の吸

着量を個別に測定する必要性があると考えられた。 

今後は，植物・培養土の種類の違いによる吸着量

の比較，実大空間における試験を行う予定である。
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第1図 製作した試験装置

第 1表 培養土のホルムアルデヒド吸着試験結果 

試験体 
給気濃度 

(μg/m3) 

排気濃度 

(μg/m3) 

除去率 

(％) 

活性炭 259 80 69 

培養土 137 61 56 

 

第 2 表 培養土のホルムアルデヒド吸着再放散試験 

経過日数 

(日) 

給気濃度 

(μg/m3) 

排気濃度 

(μg/m3) 

除去率 

(％) 

1 223 37 84 

7 120 31 74 

(清浄空気) 5 0 - 




